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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第32期

第２四半期連結
累計期間

第33期
第２四半期連結
累計期間

第32期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年９月30日

自平成30年４月１日
至平成30年９月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （千円） 16,220,856 16,679,643 31,033,847

経常利益 （千円） 304,542 450,535 461,785

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 218,146 317,836 300,132

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 205,560 390,295 279,231

純資産額 （千円） 2,234,395 2,594,379 2,308,067

総資産額 （千円） 12,022,626 12,721,149 11,155,759

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 69.26 100.91 95.29

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 18.2 20.0 20.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 343,949 599,533 △64,347

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △14,568 △7,052 △84,395

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △197,687 △18,040 250,761

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 1,868,444 2,417,826 1,820,721

 

回次
第32期

第２四半期連結
会計期間

第33期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成29年７月１日
至平成29年９月30日

自平成30年７月１日
至平成30年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 28.77 40.35

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載して

おりません。

４．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期

連結会計期間の期首から適用しており、前第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経営指

標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に

記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（1）経営成績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益が堅調に推移し、設備投資の増加や雇用・所得環

境の改善を背景に回復基調が持続しており、個人消費についても底堅く推移いたしました。また、世界経済にお

いては、米国の通商政策の動向や中国をはじめとする新興国経済の下振れリスクなど、景気の先行きに不透明感

はあるものの、全体的に緩やかな回復基調となりました。

　食品飲料業界におきましては、消費者の健康志向や個食需要の増加など、多様なニーズに合わせた商品開発が

活発化しておりますが、国内市場の縮小化による同業他社との競争激化や原材料価格の高騰など、企業収益は厳

しい状況が続いております。

　このような状況下、当社グループは、「お客様に十分ご満足のゆく商品・サービスの提供」を品質方針とし

て、安心かつ安定的な供給体制並びに品質管理体制を維持・強化するとともに、付加価値の高い新規商品の提案

を積極的に行い、取扱品目の増加及び取引先の拡大に努めてまいりました。ＰＢ飲料製品の販売数量が減少した

ものの、食品副原料、乳製品、果汁・ピューレ類等の農産物加工品の販売数量が増加したことなどにより、当第

２四半期連結累計期間の売上高は16,679,643千円（前年同期比2.8％増）となりました。販売活動にともなう諸経

費などの販売管理費が減少したことに加え、前年同期に比べ売上総利益率が上昇したことから、営業利益は

466,737千円（前年同期比48.4％増）、経常利益は450,535千円（前年同期比47.9％増）、親会社株主に帰属する

四半期純利益は317,836千円（前年同期比45.7％増）となりました。

 

　セグメント別の状況は次のとおりであります。

＜卸売事業＞

　飲料市場においては、飲料メーカー各社、多様化した消費者ニーズに応えるため、重点ブランドの強化や新た

な付加価値を備えた商品の開発を推し進めておりますが、小売優位の情勢や原材料高騰もあり、厳しい経営環境

が続いております。

　このような状況下、当社グループは取引先の多様なニーズに対応すべく、国内外から安全で安心な原材料・資

材を確保し、安定供給体制の維持に努め、取引先の拡大と利益率改善を図ってまいりました。大手コンビニエン

スストア向けＰＢ飲料製品の販売数量が減少したものの、主力商品であるビタミンＣなどの食品副原料、生ク

リームなどの乳製品、野菜汁や果汁・ピューレ類などの農産物加工品の販売数量が増加いたしました。

　この結果、売上高は16,210,014千円（前年同期比2.5％増）となりました。

＜製造販売事業＞

　美味しさと素材にこだわった高品質で体にやさしいアイスクリームの開発に注力し、製造技術の向上、品質管

理の強化に努め、取引先のニーズに合った商品を提供してまいりました。菓子メーカー向けＰＢ商品の販売数量

は減少したものの、業務用バルクアイスの販売数量が増加したことに加え、新規受注のＰＢ商品の製造が好調に

推移いたしました。

　この結果、売上高は425,055千円（前年同期比13.2％増）となりました。

＜その他＞

　その他においては、ＦＣ事業がありますが、東京大手町地区にてコンビニエンスストアを４店舗経営しており

ます。同地区の就労人口の変動による影響があるものの、ＳＱＣの向上や店舗運営の効率化に努めたことによ

り、前年同期に比べ来店客数が増加し、販売が堅調に推移いたしました。

　この結果、売上高は409,103千円（前年同期比2.8％増）となりました。

 

（注）セグメントの売上高には、セグメント間の内部売上高を含んでおります。
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（2）財政状態の分析

①　資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の流動資産は、前連結会計年度末に比べ1,541,452千円増加し、11,453,479千円

となりました。主な要因は、現金及び預金、受取手形及び売掛金の増加によるものであります。また、当第２四

半期連結会計期間末の固定資産は、前連結会計年度末に比べ23,938千円増加し、1,267,670千円となりました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて1,565,390千円増加し、

12,721,149千円となりました。

 

②　負債の状況

　当第２四半期連結会計期間末の流動負債は、前連結会計年度末に比べ1,322,088千円増加し、8,560,457千円に

なりました。主な要因は、買掛金及び未払金の増加によるものであります。また、当第２四半期連結会計期間末

の固定負債は、前連結会計年度末に比べ43,010千円減少し、1,566,312千円となりました。

　この結果、当第２四半期連結会計期間末の負債は前連結会計年度末に比べ1,279,078千円増加し、10,126,770

千円となりました。

 

③　純資産の状況

　当第２四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ286,312千円増加し、2,594,379千円となり

ました。主な要因は、利益剰余金の増加によるものであります。

 

（3）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ597,105千円増加し、2,417,826千円となりました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フ

ローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

①　営業活動によるキャッシュ・フロー

　営業活動の結果増加した資金は、599,533千円（前年同期比74.3％増）となりました。これは主に仕入債務の

増加によるものであります。

 

②　投資活動によるキャッシュ・フロー

　投資活動の結果減少した資金は、7,052千円（前年同期比51.6％減）となりました。これは有形固定資産の取

得によるものであります。

 

③　財務活動によるキャッシュ・フロー

　財務活動の結果減少した資金は、18,040千円（前年同期比90.9％減）となりました。これは主に長期借入金の

返済によるものであります。

 

（4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

（5）研究開発活動

　記載すべき事項はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年11月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,150,000 3,150,000
東京証券取引所

市場第二部

権利内容に何ら限定

のない当社における

標準となる株式であ

り、単元株式数は

100株であります。

計 3,150,000 3,150,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高（千円）

平成30年７月１日～

平成30年９月30日
－ 3,150,000 － 363,387 － 288,387
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（５）【大株主の状況】

  平成30年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式（自
己株式を除
く。）の総数に
対する所有株式
数の割合(％)

株式会社ビアンナ 東京都千代田区大手町一丁目６番１号 460,000 14.60

グリーンコア株式会社 東京都渋谷区富ヶ谷一丁目14番９号 300,000 9.52

オーウイル従業員持株会 東京都港区北青山一丁目２番３号 117,500 3.73

鈴木　良一 愛知県豊橋市 92,800 2.95

小口　英噐 東京都港区 90,000 2.86

株式会社伊藤園 東京都渋谷区本町三丁目47番10号 90,000 2.86

日本トラスティ・サービス信託銀行

株式会社
東京都中央区晴海一丁目８番11号 86,200 2.74

株式会社ＳＢＩ証券 東京都港区六本木一丁目６番１号 55,410 1.76

青柿　年英 千葉県柏市 50,000 1.59

加賀電子株式会社 東京都千代田区神田松永町20 44,000 1.40

計 － 1,385,910 44.00

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　3,148,400 31,484

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式

単元未満株式 普通株式　　　　1,400 － －

発行済株式総数 3,150,000 － －

総株主の議決権 － 31,484 －

 

②【自己株式等】

平成30年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

オーウイル㈱
東京都港区北青山一丁目

２番３号
200 － 200 0.01

計 － 200 － 200 0.01

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成30年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成30年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,820,721 2,417,826

受取手形及び売掛金 ※ 5,432,843 ※ 6,228,602

商品及び製品 1,575,866 1,592,713

未着商品 589,708 695,392

原材料及び貯蔵品 25,955 33,039

未収入金 445,770 345,075

その他 27,590 148,281

貸倒引当金 △6,430 △7,452

流動資産合計 9,912,026 11,453,479

固定資産   

有形固定資産 446,464 414,836

無形固定資産 25,181 16,206

投資その他の資産 772,086 836,627

固定資産合計 1,243,732 1,267,670

資産合計 11,155,759 12,721,149

負債の部   

流動負債   

買掛金 5,323,541 6,286,651

短期借入金 － 200,000

1年内返済予定の長期借入金 791,964 755,336

未払金 825,951 901,232

未払法人税等 137,476 143,963

賞与引当金 38,521 47,744

その他 120,913 225,530

流動負債合計 7,238,368 8,560,457

固定負債   

長期借入金 1,522,624 1,461,003

資産除去債務 4,513 4,552

その他 82,185 100,755

固定負債合計 1,609,322 1,566,312

負債合計 8,847,691 10,126,770

純資産の部   

株主資本   

資本金 363,387 363,387

資本剰余金 292,475 292,475

利益剰余金 1,418,905 1,632,799

自己株式 △129 △170

株主資本合計 2,074,638 2,288,491

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 169,873 212,186

繰延ヘッジ損益 △7,165 5,212

為替換算調整勘定 23,775 40,940

その他の包括利益累計額合計 186,483 258,339

非支配株主持分 46,945 47,548

純資産合計 2,308,067 2,594,379

負債純資産合計 11,155,759 12,721,149
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

売上高 16,220,856 16,679,643

売上原価 14,746,444 15,093,019

売上総利益 1,474,411 1,586,624

販売費及び一般管理費 ※ 1,159,993 ※ 1,119,886

営業利益 314,418 466,737

営業外収益   

受取配当金 3,792 3,970

受取手数料 3,222 3,222

受取補償金 1,445 1,563

その他 671 1,739

営業外収益合計 9,132 10,495

営業外費用   

支払利息 5,018 5,276

為替差損 5,201 20,264

支払補償費 3,893 1,059

その他 4,894 97

営業外費用合計 19,008 26,697

経常利益 304,542 450,535

税金等調整前四半期純利益 304,542 450,535

法人税、住民税及び事業税 104,289 131,814

法人税等調整額 △14,143 2,154

法人税等合計 90,146 133,969

四半期純利益 214,396 316,566

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △3,750 △1,270

親会社株主に帰属する四半期純利益 218,146 317,836
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

四半期純利益 214,396 316,566

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △9,925 42,312

繰延ヘッジ損益 △74 12,377

為替換算調整勘定 1,163 19,039

その他の包括利益合計 △8,836 73,729

四半期包括利益 205,560 390,295

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 209,127 388,360

非支配株主に係る四半期包括利益 △3,567 1,934
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 304,542 450,535

減価償却費 44,233 44,015

貸倒引当金の増減額（△は減少） 3,100 1,022

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,715 9,222

受取利息及び受取配当金 △4,001 △4,329

支払利息 5,018 5,276

為替差損益（△は益） △516 △12,388

売上債権の増減額（△は増加） △2,819,399 △781,597

たな卸資産の増減額（△は増加） △340,040 △128,102

未収入金の増減額（△は増加） △15,065 100,700

前渡金の増減額（△は増加） △704 △100,211

仕入債務の増減額（△は減少） 3,065,599 955,332

未払金の増減額（△は減少） 119,447 78,719

未払消費税等の増減額（△は減少） 21,438 36,607

前受金の増減額（△は減少） 2,813 82,811

その他 △3,042 △13,597

小計 391,138 724,016

利息及び配当金の受取額 4,001 4,329

利息の支払額 △5,045 △5,316

法人税等の支払額 △46,145 △123,496

営業活動によるキャッシュ・フロー 343,949 599,533

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △14,908 △7,052

差入保証金の差入による支出 △160 －

差入保証金の回収による収入 500 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,568 △7,052

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 200,000

長期借入れによる収入 300,000 350,000

長期借入金の返済による支出 △391,546 △448,248

リース債務の返済による支出 △11,903 △15,993

配当金の支払額 △94,238 △103,757

自己株式の取得による支出 － △40

財務活動によるキャッシュ・フロー △197,687 △18,040

現金及び現金同等物に係る換算差額 1,164 22,664

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 132,858 597,105

現金及び現金同等物の期首残高 1,735,586 1,820,721

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 1,868,444 ※ 2,417,826
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【注記事項】

（追加情報）

　（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

　　「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を第１四半期連

結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債

の区分に表示しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

当四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会

計期間末日残高に含まれております。
  

 
前連結会計年度

（平成30年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成30年９月30日）

受取手形 19,301千円 15,741千円

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

　　※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
　　至 平成29年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
　　至 平成30年９月30日）

賃金給料及び諸手当 429,326千円 411,041千円

賞与引当金繰入額 43,494 47,744

運賃 217,238 200,951

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年９月30日）

現金及び預金勘定 1,868,444千円 2,417,826千円

預入期間が３か月を超える定期預金 － －

現金及び現金同等物 1,868,444 2,417,826

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

　　配当金支払額

（決議）
株式の

種類

配当金の

総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月23日

定時株主総会
普通株式 94,493 30 平成29年３月31日 平成29年６月26日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

　　配当金支払額

（決議）
株式の

種類

配当金の

総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年６月27日

定時株主総会
普通株式 103,943 33 平成30年３月31日 平成30年６月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成29年４月１日　至　平成29年９月30日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 卸売事業
製造販売
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 15,717,367 105,694 15,823,061 397,795 16,220,856 － 16,220,856

セグメント間の内部
売上高又は振替高

96,326 269,855 366,182 － 366,182 △366,182 －

計 15,813,693 375,550 16,189,243 397,795 16,587,038 △366,182 16,220,856

セグメント利益 298,885 15,198 314,083 2,558 316,641 △2,223 314,418

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンビニエンスストア小

売業を営んでおります。

２．セグメント利益の調整額△2,223千円は、セグメント間取引消去△2,223千円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成30年４月１日　至　平成30年９月30日）

　　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 卸売事業
製造販売
事業

計

売上高        

外部顧客への売上高 16,094,942 175,597 16,270,540 409,103 16,679,643 － 16,679,643

セグメント間の内部
売上高又は振替高

115,072 249,458 364,530 － 364,530 △364,530 －

計 16,210,014 425,055 16,635,070 409,103 17,044,173 △364,530 16,679,643

セグメント利益 438,107 25,252 463,359 4,459 467,819 △1,081 466,737

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、コンビニエンスストア小

売業を営んでおります。

２．セグメント利益の調整額△1,081千円は、セグメント間取引消去△1,081千円であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

　　２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年９月30日）

　１株当たり四半期純利益金額 69円26銭 100円91銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
218,146 317,836

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純利益金額（千円）
218,146 317,836

普通株式の期中平均株式数（株） 3,149,789 3,149,781

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年11月12日

オーウイル株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 寺田　昭仁　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 秋田　英明　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオーウイル株式

会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成30年７月１日から平

成30年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーウイル株式会社及び連結子会社の平成30年９月30日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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